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名古屋市青少年文化センターア ー ト ピ ア

～スタッフTのコラム～

こ の 施 設 を 紹 介 N - b a s e

  アートピア 
リレーコラム 『特殊メイク』

聞きなれないこの名前、実はアートピアの施設ではない
のです。閉店後のセブンスカフェが、18 時から学生共同
活動拠点N-base として使用されていて、学生なら無料
でどなたでも利用できます。会議やワークショップなど
が可能で、Wi-Fi やパソコン、プリンターも使用できます。
連携コーディネーターが学生の活動を後押し、相談を随
時受付しているそう。学生で集まる
場所を探している皆さん、ぜひ
名古屋市のウェブサイト等で
N-base を検索し、利用条件などを
調べてみてください。
（休みの日もあります。）

特殊メイクはお好きですか？ハロウィンの流行がきっかけで、
身近感じる機会も増えたように思います。
傷をつけたり、歳をとったり、ゾンビなったりと別の顔に
変身させることができる魔法のようなメイク。最近では、
映画「ザ・ホエール」で主演俳優が特殊メイクで体重 200kg
超えの巨漢に変身して話題になりました。
わたしのお気に入りの特殊メイクは、映画「ロード・オブ・
ザ・リング」の魔法使いガンダルフの鼻。本物にしか見えない
ので、特殊メイクと知ってびっくりしました。俳優に付け髭を
したら鼻が小さく見えたので付け鼻を作ったという、制作陣の
底しれない拘りが感じられるエピソードが良いです。
2011 年の「猿の惑星」では猿たちが
フルＣＧで制作されるなど、ＣＧの
台頭により衰退が危ぶまれている
ジャンルではありますが、質感や
重量感など、やはりアナログならでは
の魅力もあるもの。映画を見ながら、
「このシーンは特殊メイクかな？ＣＧ
かな？」と考えるのも楽しいですよ♪

第13回 
アートピア子ども
ワークショップフェスティバル
毎年人気のワークショップの祭典♪
今年は午前・午後・通しの時間帯で、
全9プログラムを実施します！
アートピアで芸術の秋を楽しもう！

≪日　時≫
11月11日(土)
〇 午前の部…10：00～12：30
〇 午後の部…14：00～16：30
〇 午前-午後通し…10：00～16：30
（オリエンテーション、発表会を含みます。
  午前-午後通しの場合はお昼休みがあります）

≪参加費≫
1講座500円（※午前-午後通しは1,000円）

≪申込方法≫
専用フォームよりご予約のうえ、参加費は当日現金にて
お支払いください。

日時　　令和5年11月25日（土）14：00～16：00
　　　
場所　　名古屋市青少年文化センター７階・セブンスカフェ、
                 ハートフィールドギャラリー、ケンジタキギャラリー
                 ※集合場所は申込者へ個別に連絡します。
                 ※各会場のあいだは徒歩移動となります。

内容　    美術評論家・ライターの田中由紀子氏とともに区内の
                 ギャラリーを巡ったのち、カフェで解説・トークを楽しむ
                 イベントです！どなたもお気軽にご参加ください。

料金　　1名800円/ドリンクチケット1枚付き
                 ※ドリンクチケットはイベント当日に限り有効

申込　　参加申込受付中！
                 電子チケットサービスteket
　　　　https://teket.jp/1077/26583

ハートフィールドギャラリー
『byou2023 いとしき蜃気楼 part2』

ケンジタキギャラリー 
『吉本作次 新作展』

アートピアアドバイザー 
芸術文化に関するお悩みを、専門家
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に相談してみませんか？ 
 

 

 

 

 

 

 

音 楽  宮ノ下 佳彦 先生（トランペット奏者） 
音楽は世界共通語。世代を超えて生きる喜びを共有できるのが音楽の素晴

らしさです。音楽を通じてのコミュニケーションを一緒に考えたいと思い

ます。 
 

演 劇  平松 隆之  先生（制作 劇団うりんこ） 
舞台を成功させるためには俳優、演出、技術スタッフのほかに、お客様を迎え

るための広報宣伝やホールスタッフの力も必要です。どんなことでも気軽にご

相談ください！ 

 

舞 踊  桜井 ゆう子 先生（演出家・振付家・脚本家） 
ダンスには言葉がありません。でも、「話す」以上に『何か』を伝えることが

出来る素晴らしい表現です。基礎を大切に、豊かな表現力をいっしょに磨きま

しょう！ 

 

伝統芸能 大久保 智子 先生（生田流箏曲・地歌の三絃演奏家） 
心の琴線にふれる、という様に、音色の嫌いな人はいないのでは？ 

日本の伝統楽器の箏(こと)、三絃、尺八の魅力を多くの方に知って頂き、親し

んで頂けるよう、何でもお答え致します。東京藝術大学大学院修了。 

 

 

〇相談方法（無料）【メール受付】 

メールの件名に「アドバイザー質問」、本文に 

①相談するアドバイザー名 ②質問者さまの氏名・年齢・お住まいの地域 

（例：名古屋市中区） ③所属団体（学校など）［任意］ 

④ご相談内容（※できるだけ状況など詳しく） 

をご入力の上、青少年文化センター（ｙｃ＠ｂｕｎｋａ７５８．ｏｒ．ｊｐ）まで送信してください。 

 

お問合せ  TEL 052-265-2088 

ＱＲコードでカンタン質問！ 


